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フレイルやサルコペニアを併存していることの多い高齢者の消化管癌の診療

とくに外科治療は最近では避けて通れない。これらのリスク因子をどのように

克服して診断・治療を行うか、また治療後に新たなフレイルやサルコペニアの発

生をいかに予防するのか、外科治療だけでなく内視鏡治療や薬物・放射線療法も

含めて、予後向上のための各施設の工夫をご発表いただき、高齢化社会における

消化管癌診療の指針になる討論を期待したい。 


